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学生と職員の協働（学職協働）によるリテラシー教育の試行～こうはいナビ図書館企画
長谷川 敦史（利用者支援課）
◆はじめに
2012 年度、本学図書館において新たな取り組みが行われ
た。早稲田大学学職協働プロジェクト「こうはいナビ」との協力
による図書館企画である。
2012年3月～5月にかけ、①学生による図書館案内ブログ
「りぶろぐ！」、②学内の学生・教職員から書評を募り、返却期
限スリップや館内ブースなどの各種媒体で発信する「ブックな
び」、③学生主体の図書館情報リテラシー教育イベント「これ
で君もレポートマスター」の 3 つの企画が実行されるに至っ
た。
本稿では、図書館とこうはいナビがどのような形でこれら学
職協働イベントを企画し、実施するに至ったか、その背景と成
果について報告する。
◆大学図書館における学生活用の広がり
ここ数年、日本の大学図書館において、学生活用の事例が
急速に増えている。2010年に出された文部科学省の「大学図
書館の整備について」においても、ラーニング・コモンズ、自学
自習教材の整備、図書館員の教育への直接関与などと共に、
「大学院生や学部 3、4 年生などが自身の経験などに基づき
下級生を指導する体制を組織化すること」の必要性について
言及されている1。
本学においても、図書館を含む関係各箇所との連携による
図書館情報リテラシー教育が展開され、学内において浸透し
つつある。一方、学生活用・学職協働については未知数の部
分もあった。そこで、図書館が協力を求めたのがこうはいナビ
である。
◆そこで、こうはいナビ
こうはいナビは職員による新規プロジェクト業務として 2007
年に開始された。「学生による新入生サポート」を理念に、キャ
ンパス案内や履修相談、科目登録手引きの校正などを展開し
てきたが、そのいずれも学職協働で実行されてきた。図書館
がこうはいナビに期待したのは、こういったノウハウと、学生主
体の自由な発想である。
当初は、こうはいナビに頼らず、図書館独自でボランティア
を組織する案も検討されていた。他大学での学生活用の先例
も多く、参照できる状況にあった2,3。
だが、本学図書館における業務委託の状況や、奉仕対象
者数の多さから見て、他大学の事例をそのまま適用、とはいか
なかった。そのうえ、学生の力を活用するのであれば、単なる
「職員の手伝い」に終わらせたくないという思いがあった。こう
いった背景から、図書館独自企画の検討をいったん措き、学
職協働プロジェクトとして軌道にのってきたこうはいナビの企画
として開始する事を選択した。学生スタッフ自身がモチベーシ
ョンを保ち、主体性を持って実行することを期待したのである。
◆企画提案から企画始動まで
こうはいナビでの図書館企画始動にあたり、利用者支援課
の熊谷・長谷川両名が職員スタッフとして参加した。「こうはい
ナビ 2012」では学生が 4班に分かれ、班ごとに新企画の立案
を行い、うち 2班は図書館企画担当と決まった。始動時、各班
に対し職員スタッフが提示したのは、こうはいナビおよびグル
ープワークの簡単な決まり事と、2 ヶ月後に関連箇所に向けた
プレゼンテーションを行う、という事のみであった。これは、全く
の白紙から、企画立案、詳細な企画書の提出、関係箇所への
プレゼンテーションまでを 2ヶ月で実行するという、相当に厳し
い内容であったが、学生たちは真剣に取り組み、成し遂げた。
その結果、細部の修正を前提としつつも、提案された企画の
ほとんどが実現される事となった。このような経緯で、冒頭で挙
げた３つの企画を柱とするこうはいナビの新たな取り組み「図
書館企画」がスタートしたのである。
◆個別活動報告① りぶろぐ！
新入生を対象に、図書館サービス案内、施設案内、その他
コラムの掲載を行うブログ企画。2012年 3月 5 日から 6 月 8
日まで、「りぶろぐ！～学生による図書館案内ブログ」4の名称
で週 2回の更新を続けた。
写真の多用、学生目線、柔らかい語り口、新入生向けに選
別した情報の発信などにより、ホームページやチラシといった
図書館の既存媒体と大きな差別化を図った。同時に、ホーム
ページへのリンクを心がけ、公式な情報への導入となるよう努
めた。実際の記事作成と定期的なアップは学生・職員双方に
とってそれなりの負担となったが、「学生の疑問」に基づいて
「図書館の利用を案内する」といった狙い通りの記事も生まれ
た。また、アクセス数についても平均 271pv/day、最多
856pv/dayと、「なび Log」5の初年度実績を上回る結果となっ
た。
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◆個別活動報告② ブックなび
学生・教職員から新入生に向けたおすすめ資料のレビュー
を収集し、中央図書館内ブースと返却期限スリップにて発信
する書評企画。こうはいナビ 2012では 2012年 4月 6日から
5月31日までを期間として実施し、以降も継続して活動してい
る。
【中央図書館内ブース】
請求記号などを載せた持ち帰り用の資料紹介ビラと、おす
すめ資料の表紙イメージなどをあしらったサンプルを置き、
資料に興味を持った利用者が書籍そのものに行き着きや
すい環境を整備した。
写真：ブックなびブースの様子
【返却期限スリップ】
貸出時に本に挟む返却期限を記載したスリップの裏面に、
収集したおすすめ資料のレビューを掲載している。
写真：返却期限スリップ
開始したばかりの企画で認知度も低いうえ、広報期間も短
かったにも関わらず、100件を超す書評を学生・教職員から収
集できた。また、ブースにおいては 5 月末日時点で 1,467 枚
の紹介ビラが持ち帰られた。来館者の目に留まりやすく、新入
生のみならず在校生へも大きくアピールできた企画である。
◆個別活動報告③ これで君もレポートマスター
入学後初めてのレポート課題に取り組む新入生を対象に、
架空のレポート課題を与え、その課題に沿った本の見つけ方
や、図書館での効率的な本の探し方、引用の仕方、参考文献
の書き方、レポートの作法などを学んでもらうイベント企画。中
央図書館のグループ学習室 A を会場とし、2012 年 5 月 23
日 3限、30日 5限の 2回行った。
学生主催の活動として気軽に参加できる事、書棚における
資料探しなどの実地の体験ができる事、グループワークによっ
て新入生同士の交流を促進する事を目的とした。
結果、上限一杯の 40名（一回 20名）から応募があった。ま
た、実施後のアンケート結果を見ると、「本日の内容は自分に
とって役立つと思いましたか？」という問いに対し、96.6%以上
の学生が 5 点満点中 4 点以上の点数を付けた。自由記述回
答でも「参考文献の探しかた・選び方がよくわかりました。」「出
典を必ず記載するようにします。」など、企画意図通りの成果
が得られた。
写真：書棚における資料探しの様子
◆総括と今後の展望
今回、こうはいナビとの協力によって、図書館は、学職協働
の一歩を踏み出した。さらに、企画の立ち上げから実行まで
学生主導で行われ、当初の思いも満たした形で成果を残して
いる。一方で、こうはいナビに在籍している学生は必ずしも図
書館を使いこなしている人ばかりではない。また、こうはいナビ
は年度ごとのプロジェクトである。今回こうはいナビが作り出し
たもの、そのノウハウをどのように引き継いでいくかが、大学並
びに図書館の今後の課題である。
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